
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
四
年
七
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

六

六

号

青
森
県
六
ヶ
所
村
を
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
候
補
地
と
す
る
政
府
決
定
に
関
す
る
質
問
主
意

書
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青
森
県
六
ヶ
所
村
を
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
候
補
地
と
す
る
政
府
決
定
に
関
す
る
質
問
主
意

書

総
合
科
学
技
術
会
議
は
今
年
五
月
二
十
九
日
、
「
最
適
な
サ
イ
ト
候
補
地
を
選
定
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
政
府
間
協
議
に
臨
む
こ
と

が
適
当
で
あ
る
」
と
す
る
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
つ
い
て
」
を
承
認
し
た
。
そ
の
直
後
の
六
月
一
日
に
は
政
府
が
青
森
県
六
ヶ
所

村
を
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
国
内
誘
致
の
候
補
地
と
す
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。
昨
年
の
文
部
科
学
省
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
地
点
適
地
選
定
で

は
茨
城
県
那
珂
町
が
六
ヶ
所
村
よ
り
高
得
点
で
優
位
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
逆
転
で
六
ヶ
所
村
に
決
定
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
、
拡
散
し
や
す
い
放
射
性
物
質
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
多
量
に
扱
い
、
か
つ
運
転
に
伴
い
、
放
射
化
ダ
ス
ト
が
発
生

す
る
実
験
施
設
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
発
電
や
再
処
理
工
場
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
周
辺
の
放
射
能
汚
染
や
住
民
の
被

曝
の
危
険
が
伴
う
核
施
設
で
あ
る
。
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
（
放
射
性
廃
棄
物
）
再
処
理
工
場
な
ど
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

に
加
え
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
が
誘
致
・
建
設
さ
れ
れ
ば
、
巨
大
な
核
の
危
険
が
集
中
す
る
と
と
も
に
、
六
ヶ
所
村
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
放
射

性
廃
棄
物
を
含
め
膨
大
な
核
廃
棄
物
の
集
積
場
と
さ
れ
て
し
ま
う
。

す
で
に
、
誘
致
候
補
地
の
地
元
住
民
、
全
国
の
市
民
の
団
体
と
協
力
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
問
題
点
を
文
部
科
学
省
、
内

閣
府
と
五
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
て
き
た
。
ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
に
関
す
る
質

一



問
主
意
書
」
を
提
出
し
、
今
年
一
月
に
「
答
弁
書
」
を
得
た
。
し
か
し
、
な
お
十
分
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
満
足
な
点
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
及
び
六
ヶ
所
村
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
誘
致
候
補
地
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
点
を
再
度
質

問
す
る
。

一

文
部
科
学
省
核
融
合
開
発
室
「
二
〇
〇
二
年
五
月
三
十
日
付
『
文
部
科
学
省
に
対
す
る
質
問
項
目
』
に
対
す
る
考
え
方
」

（
以
下
「
文
科
省
回
答
」
と
す
る
）
で
は
、
六
ヶ
所
村
が
候
補
地
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
「
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
と
併
せ
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
立
地
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
六
ヶ
所
村
が
国
際
的
な
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。

（
一
）

ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
が
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
か
ら
撤
退
し
て
行
く
中
で
、

ど
の
国
と
い
か
な
る
形
で
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
国
際
的
共
同
開
発
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
二
）

六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
の
本
格
試
験
運
転
を
前
に
、
運
転
を
凍
結
し
、
再
処
理
工
場
の
公
正
な
リ
ス
ク
評
価
を

行
い
、
本
音
の
議
論
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
原
子
力
推
進
の
専
門
家
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
（
「
原
子
力
ｅ

ｙ
ｅ
」
�
�
�
�．

�
）
。
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
事
業
で
は
、
当
初
の
見
積
も
り
を
超
え
る
予
定
外
の
経
費
や
工
事

の
遅
れ
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
運
転
を
開
始
す
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
等
に
よ
っ
て
膨
大
な
債
務
と
核
廃
棄
物
だ

二



け
が
残
る
重
大
な
危
険
が
あ
る
。
再
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
危
険
を
含
め
て
公
正
な
リ
ス
ク
評
価
は
行

わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
再
処
理
事
業
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
は
、
当
初
計
画
を
超
え
る
膨
大
な
費
用
負
担
が

生
じ
る
、
及
び
、
六
ヶ
所
村
に
核
廃
棄
物
だ
け
が
残
さ
れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
公
正
に
評
価
し
、
今
か
ら
本
音
の
議

論
を
開
始
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

二

原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
先
に
つ
い
て
の
閣
議
決
定
か
ら
わ
ず
か
三
日
後
の
二
〇
〇
二
年
六
月
三
日
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
安
全
規
制
の
あ
り
方
」
と
す
る
）
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
、

同
委
員
会
は
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
核
融
合
反
応
の
固
有
の
安
全
性
に
加
え
て
、
放
射
性
物
質
の
崩
壊
熱
密
度
が
小
さ

い
実
験
炉
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
」
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、

「
原
子
力
災
害
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
）

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
施
設
の
安
全
確
保
の
基
本
的
考
え
方
」
（
旧
科
技
庁
平
成
十
二
年
七
月
、
以
下
「
安
全
確
保
の
基
本

的
考
え
方
」
と
す
る
）
は
、
「
設
計
基
準
事
象
を
超
え
る
放
射
性
物
質
の
放
出
」
を
仮
想
し
、
「
敷
地
外
に
お
け
る

緊
急
時
計
画
（
防
災
対
策
）
の
必
要
性
の
有
無
を
評
価
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
グ
ル
ー

三



プ
等
と
の
数
度
の
話
し
合
い
で
、
文
部
科
学
省
は
、
防
災
計
画
を
つ
く
る
か
ど
う
か
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
防
災
対
策
を
重
点

的
に
充
実
す
べ
き
地
域
の
範
囲
）
を
つ
く
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
課
題
（
〇
一
年
三
月
）
、
誘
致
後
に
安
全
委
員
会

が
仮
想
事
故
の
評
価
を
行
う
（
〇
一
年
六
月
）
と
述
べ
て
い
た
。
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
、

「
安
全
確
保
の
基
本
的
考
え
方
」
や
文
部
科
学
省
の
こ
れ
ま
で
の
発
言
を
覆
す
の
か
。

（
二
）

「
衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」

（
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十
四
日
、
以
下
「
答
弁
書
」
）
で
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
対
象
と
し
た
安
全
規
制
の
在
り
方
及

び
防
災
対
策
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
は
検
討
中
」
「
ト
リ
チ
ウ
ム
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
場
合
の
住
民
の
被
ば
く

量
に
つ
い
て
は
、
立
地
場
所
に
即
し
た
設
計
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
詳
細
に
評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。
防
災
対
策
の
必
要
性
と
の
関
連
で
、
ト
リ
チ
ウ
ム
流
出
事
故
の
危
険
性
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

た
の
か
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
よ
。
と
く
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
「
最
終
設
計
報
告
書
」
（
�．

�．

�
）
に
書

か
れ
て
い
る
仮
想
事
故
と
そ
の
際
生
じ
る
被
曝
線
量
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
さ
れ

よ
。

（
三
）

「
答
弁
書
」
で
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
対
象
と
す
る
安
全
確
保
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

四



の
建
家
に
墜
落
又
は
激
突
し
た
場
合
に
お
け
る
技
術
的
な
安
全
性
の
考
慮
も
含
め
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
立
地
場
所
の
状

況
に
応
じ
、
今
後
詳
細
に
評
価
・
検
討
さ
れ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
六
ヶ
所
村
の
南
方
に
は
三
沢
飛
行
場
・
基
地

が
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
予
定
地
の
す
ぐ
近
く
に
天
ヶ
森
射
爆
場
（
三
沢
対
地
射
撃
場
）
が
あ
る
。
航
空
機
激
突
に
よ
る

事
故
を
想
定
し
安
全
性
を
詳
細
に
評
価
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

（
四
）

青
森
県
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
提
案
書
」
（
二
〇
〇
一
年
七
月
二
十
七
日
）
に
は
「
候
補
地
四
〜
五
㎞
北
に
国
家
石

油
備
蓄
基
地
と
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
が
あ
る
も
の
の
、
安
全
対
策
に
万
全
が
期
さ
れ
て
お
り
、
災
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
は
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
原
子
力
安
全
委
員
会
は
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
施
設
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
を

五
㎞
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
予
定
地
域
は
こ
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
。
再
処
理
施
設
は
「
災
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
は
な
い
」
と
す
る
青
森
県
の
評
価
を
受
け
入
れ
、
六
ヶ
所
村
を
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
誘
致
候
補
地
に
選
ん
だ
の
か
答
え

ら
れ
よ
。

三

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
が
集
中
立
地
し
ま
た
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
地
下
水
位
が
高
く
、
地
下

水
脈
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
ヶ
所
村
お
よ
び
そ
の
周
辺
海
域
に
は
活
断
層
ま
た
は

そ
の
疑
い
が
あ
る
断
層
が
存
在
し
て
い
る
。

五



（
一
）

「
安
全
規
制
の
あ
り
方
」
は
、
「
閉
じ
こ
め
機
能
の
健
全
性
を
脅
か
す
要
因
」
の
一
つ
に
地
震
力
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
八
月
二
十
三
日
の
話
し
合
い
で
、
原
子
力
安
全
委
員
会
は
「
耐
震
設
計
の
評
価
は
、
実
際
に
サ
イ

ト
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
サ
イ
ト
の
地
質
構
造
や
過
去
に
ど
の
よ
う
な
地
震
が
起
こ
っ
た
か
な
ど
、
サ
イ
ト
に
応

じ
て
決
ま
る
」
と
答
え
た
。
六
ヶ
所
村
を
誘
致
候
補
地
と
す
る
に
当
た
っ
て
、
地
質
構
造
や
過
去
の
地
震
の
評
価
は

行
っ
た
の
か
答
え
ら
れ
よ
。

（
二
）

六
ヶ
所
村
の
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
場
に
隣
接
し
高
β
γ
廃
棄
物
処
分
場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
が
六
ヶ
所
村
に
建
設
さ
れ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
解
体
廃
棄
物
の
う
ち
高
β
γ
廃
棄
物
や
ニ
オ
ブ
�
�
な
ど
の
寿
命

の
長
い
廃
棄
物
は
こ
の
処
分
場
に
お
い
て
処
分
さ
れ
る
の
か
。
処
分
を
予
定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
地
下
五
〇
メ
ー

ト
ル
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
処
分
場
の
障
壁
の
地
下
水
に
よ
る
浸
食
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。
地
下

水
を
通
し
た
広
域
放
射
能
汚
染
の
危
険
は
ど
の
よ
う
に
防
止
す
る
の
か
答
え
ら
れ
よ
。

（
三
）

地
震
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
含
む
複
数
の
核
施
設
が
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
は
想
定
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

想
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
示
さ
れ
よ
。

四

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
要
す
る
費
用
の
総
額
は
最
終
処
分
費
用
を
除
い
て
約
一
兆
三
千
億
円
、
日
本
が
誘
致
す
る
場
合
、
七
千
億
円

六



と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
「
答
弁
書
」
で
は
、
長
寿
命
核
種
を
含
む
処
分
費
用
の
見
積
も
り
は
今
後
政
府
間
協
議
で
検
討
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
）

「
答
弁
書
」
で
は
、
政
府
間
協
議
で
長
寿
命
核
種
を
含
む
最
終
処
分
費
の
検
討
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
金
額
を
い
く
ら
と
見
積
も
っ
た
の
か
答
え
ら
れ
よ
。

（
二
）

日
本
が
誘
致
す
る
場
合
に
、
我
が
国
の
負
担
七
千
億
円
に
は
、
青
森
県
が
負
担
を
申
し
出
て
い
る
高
圧
送
電
線
の

整
備
な
ど
を
含
め
た
サ
イ
ト
整
備
費
の
全
て
が
含
ま
れ
る
の
か
答
え
ら
れ
よ
。

（
三
）

前
述
の
「
文
科
省
回
答
」
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
要
す
る
費
用
は
サ
イ
ト
整
備
費
も
含
め
、
毎
年
度
の
予
算
の

中
で
原
子
力
分
野
の
予
算
と
し
て
所
要
経
費
を
要
求
し
、
確
保
し
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
誘
致
す

る
場
合
、
原
子
力
分
野
の
予
算
は
ど
ん
な
予
算
を
ど
の
よ
う
に
削
る
つ
も
り
か
。
他
の
分
野
、
例
え
ば
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
燃
料
電
池
な
ど
の
研
究
開
発
を
圧
迫
し
な
い
か
答
え
ら
れ
よ
。

五

総
合
科
学
技
術
会
議
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
二
年
五
月
二
十
九
日
）
は
、
「
最
終
的
な
参
加
な
い
し

は
、
…
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
つ
つ
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
述
の
「
文

科
省
回
答
」
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
は
投
入
費
用
対
効
果
の
検
討
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
「
誘
致
し
た
場
合
の
考
え
ら

七



れ
る
課
題
と
し
て
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
責
任
、
万
が
一
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
等
を
考
慮
に
入
れ
た
上

で
、
参
加
は
望
ま
し
く
、
誘
致
の
意
義
は
大
き
い
と
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
）

費
用
対
効
果
の
検
討
に
お
い
て
は
、
定
量
的
な
評
価
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、
今
回
の
誘
致
の
決
定
に
当
た
っ

て
、
事
故
や
廃
棄
物
に
関
わ
る
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
い
か
に
評
価
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
今
後
の
課
題
な
の

か
答
え
ら
れ
よ
。

（
二
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
誘
致
し
運
転
開
始
後
に
、
事
故
と
い
う
「
不
測
の
事
態
」
が
生
じ
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
や
高
速
増

殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
開
発
の
よ
う
に
、
巨
額
の
資
金
を
追
加
的
に
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
態
に
な
れ

ば
、
誰
が
そ
の
責
任
を
と
る
の
か
。
そ
の
費
用
は
、
各
国
が
分
担
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
我
が
国
が
負
担
す
る
の
か

答
え
ら
れ
よ
。

（
三
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
長
寿
命
の
放
射
性
廃
棄
物
の
中
に
は
千
年
を
超
え
て
管
理
が
必
要
な
核
種
が
存
在
す
る
と
考
え
る

が
、
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
っ
て
、
現
在
の
世
代
の
人
間
や
政
府
が
責
任
を
と
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
答
え
ら

れ
よ
。

右
質
問
す
る
。

八


